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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立元石川高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（12月10日実施） 

総合評価（３月13日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

これからの時代に求

められる資質・能力

を育むとともに、生

徒の進路実現を図る

教育課程編成と主体

的・対話的で深い学

びの実現に向けた組

織的な授業改善に取

り組む。 

(1)生徒が自身の進路を

見据え、必要な資質・

能力を育むことができ

るような学習支援を行

い、また、教育課程に

ついて、問題点の検討

およびそれにともなう

見直しを行う。 

(2)自己調整学習を支え

る ICT 利活用の推進に

努める。 

(1)①授業力向上推進重

点校としての組織的な授

業改善に取り組む。 

②生徒の進路や必要な資

質・能力の観点から教育

課程について、検討す

る。 

(2)ICTの効果的な利活用 

を推進する。 

(1)①授業評価における

当該項目の数値が昨年度

に比較して向上したか。 

②教育課程について、問

題の発見およびそれにと

もなう見直しができた

か。 

(2)ICTの効果的な利用が 

できたか。 

(1)①数値は概ね良好で

あったが、ICTの利活用

については、教科特性

のためか差が生じた。 

②教育課程を検討する

ため教育課程検討委員

会を設置した。 

(2)電子黒板の導入に伴

い、従来のモニタを全

ての特別教室に再配置

した。 

(1)授業力推進重点校

として、根本的に何

が必要なのかを再考

し、全職員で取り組

めるよう更に改善し

ていく。 

(2)授業における ICT

利活用の利用率の向

上(現在5割超)と有効

的で効果的な利用を

考えたい。 

・ICT利活用が目的とな

ってしまうこともあ

る。また、「書く」と

いう行為の重要性を忘

れないでほしい。 

・ICTの利活用を推進す

る上では、生徒・教員

を対象としてモラル研

修が必要だと思う。 

(1)教育課程の見直

しを実施。今後、細

部を検討する。 

(2)ICT利活用のため

の環境は充実し、職

員、生徒の利用率は

向上した。今後はAI

を含めた利用面での

充実を図る。ICT 研

修を通し、モラル等

を徹底する。 

(1)求められる資質・能

力を育める、よりよい

教育課程を作成する。 

(2)DXハイスクールに対

する職員の理解を図

る。それまでは、ソフ

ト面での更なるブラッ

シュアップを考えてい

く。 

 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

学習活動や学校行事

事、部活動を含め 

たすべての教育活動 

を通して、命の大切 

さや自他を思いやる 

人間性や社会性を育 

む。 

(1) 新型コロナが収束 

に向かい、部活動や学

校行事の内容の精選を

続けながら生徒の主体

性を向上させる。 

(2) 生徒個々の抱える 

問題に適切に対応する

とともに、主体的に自

他を思いやり、命の大

切さを育む心を育て

る。 

 

(1) ①部活動や各学校行 

事で中心となる生徒を育

てリーダーシップを発揮

できる人材を増やす。 

②部活動の生徒が活躍で

きる場を増やし、加入率

を保つ。 

(2)①交通安全に係る定

期的な指導を行う。 

②サポートドックを有効 

に活用し、教育相談窓口 

を活性化し、外部機関等

とも連携し、適切な対応

がとれる組織を構築。職

員の知識やスキル向上を

図る。 

 

(1)①部活動では、部

長・副部長、学校行事で

は各実行委員会との意見

交換や業務の役割分担が

明確か。 

②部活動が校内外に活動

の場を広げているか。加

入率は低下していない

か。 

(2) ①交通事故や近隣か

らの苦情が減少したか。 

②SNS での問題行動が減

少したか。起こった場

合、組織的に対応できた

か。職員の知識やスキル

の向上が図れたか。生徒

個々の状況に合わせた支

援ができたか。 

(1)①文化祭では、実行

委員会や部活動の生徒

が企画・運営する中

で、暑熱対策や近隣対

応の問題に多くの協力

を得て無事終了した。 

②新たに、「たまプラ

ハロウィン」、青葉区

制 30 周年事業等の地域

行事に参加し交流する

ことができた。加入率

は例年通りである。 

(2)①交通事故の件数は

例年よりも減少、近隣

からの苦情も激減し

た。 

②SNSでの問題行動は、

起こっていない。 

(1)連携するとともに

更に活動場所を校外

へと広げていきた

い。 

(2)引き続き、PTA と

連携した交通安全指

導の実施や携帯電話

教室の実施など問題

行動の未善防止に取

組んでいきたい。 

・生徒の教育活動の中

で生じている騒音対策

は、学校全体の問題と

して学校運営協議会で

も検討していくことが

必要だとし思う。 

・各行事における暑熱

対策は検討課題だと思

う。開催時期や日程等

の検討が必要かもしれ

ない。 

・自転車通学における

ヘルメット着用の徹底

は、難しい面もある

が、命を守る大切な対

策である。引き続き検

討課題としていってほ

しい。 

(1)校外連携の場を

設けることはできた

が、生徒が積極的に

参加できる環境づく

りを整えていきた

い。 

(2)生徒実行委員会

との対話の回数を多

くとり、その意見を

取り入れた行事の運

営を行うことができ

た。 

(2)かなりの数の生

徒が、ヘルメットの

着用を始めたが、着

用の徹底までには至

っていない。命を守

るため徹底したい。 

(1)引き続き学校行

事で、地域や保護

者と連携しながら

生徒が主体的に取

り組むことができ

るようにする。特

に対応が必要な行

事については学校

運営協議会や校内

での共有をさらに

深めていく。 

(2)ヘルメット着用

については、生徒

はもちろん、保護

者への理解をあら

ゆる場面で求めて

いく。 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりが希 

望する進路の実現に 

向けた進路指導の充 

実を図る。また、社 

会的・職業的な自立 

を目指したキャリア 

教育を構築する。 

(1) 生徒自身が自ら希 

望する進路を見出し、

その希望する進路を、

諦めずに実現するため

の手立てを実践する。 

(2)3 年間を見通した進

路支援を行い、計画的

(1) 生徒自身の進路希望 

実現のため、２学年時に

「第 1 志望宣言」を書か

せて意識付けしたり、応

用力の育成を図る特別講

座を行ったりして、諦め

ない進路実現を支援す

(1) 様々な情報提供や進 

学指導を充実させ、生徒

の進路実現についての意

識を向上させることがで

きたか。 

(2) 外部講師を活用した 

各種講演会等で生徒のキ

(1)3 年生に対して、

「元石川進学講座」を

開講したり、志望理由

書の添削課題を課した

りと、組織的に進学指

導を行う体制をつく

り、生徒を支援するこ

(1)受験が複雑化して

おり、その点に対す

る指導を行えるよ

う、教員間での細や

かな情報共有を行っ

ていく必要がある。 

(2)外部講師による講

・受験方法の多様化、

複雑化は進行している

ことがよく分かった。 

・模擬授業は大学に声

を掛けてもらえれば、

協力したいと思う。 

(1)「元石川進学講

座」や職員による進

路相談会を行い、生

徒の進路実現をサポ

ート。若手教員対象

の進路指導講習会の

開催、上級学校の情

(1)最新の進路情報

の発信とともに、

本校ならではの指

導ポイント等を共

有する。推薦書等

を蓄積することを

開催する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（12月10日実施） 

総合評価（３月13日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

組織的にキャリア意識

の向上を図る。 

る。 

(2) 「社会人に学ぶ」や 

外部講師による各種講演

会を活用し、1 年次から

キャリア意識の向上を図

る。 

ャリア意識の向上を図る

ことができたか。 

 

 

とができた。 

(2)定期的に外部講師に

よる講演会を取り入れ

ており、生徒の進学へ

の意識を高めることが

できた。 

演会が生徒に及ぼす

効果を検証し、実施

時期や方法を検討し

ていく。 

報発信を行い、情報

共有を図った。 

(2)模擬授業や「社

会人に学ぶ」を通し

て、生徒が進路を考

えることができた。 

(2)先輩の話を通し

て自らの進路を考

える機会が必要。3

月の先輩大学生に

よる進路講演会を

継続する。 

４ 地域等との協働 

地域に開かれた学校 

として、地域との交 

流や協働を通して、 

生徒の社会性を伸ば 

し、自己有用感を醸 

成する。また、地域 

と一体となった学校 

づくりを進めてい

く。 

(1)昨年からの AOBA キ

ャラバンを継続し、更

に地域との連携を強化

する。 

(2)委員会活動における

他グループとの連携を

はじめ、AOBA キャラバ

ンを推進することで、

生徒の活動の場と社会

性、人間性を広げる。 

(3)探究テーマにも「地

域」を加え、生徒の地

域活動を活性化させ

る。 

(1)AOBA キャラバンにつ

いてはMoreや関連の文化

部等が主体的に活動でき

るようにする。 

(2)学校説明会おけるボ

ランティア委員会、学校

広報としての新聞委員会

など活動の場の提供を推

進する。 

(3)探究的な時間のテー

マ設定に「地域」を加

え、プロジェクト型の探

究活動も実践する。この

ことから地域との連携の

重要性を認識させる。 

(1) AOBAキャラバンの継 

続と生徒が主体的に活動

できたか。 

(2)委員会でのグループ

連携ができたか。 

(3) 探究活動に「地域」 

を加えられたか。 

 

(1)AOBAキャラバンは活

動進行中で、更に「た

まプラハロウィン」に

ついても協力すること

ができた 

(2)ホームページの見直

しについては継続中で

ある。 

(3)探究の「地域」につ

いては希望を募ったが

生徒からの希望はな

い。次年度から個人テ

ーマの設定については

工夫しある程度の枠の

提示を検討する。 

(1)引き続き地域の活

動場所を確保しつ

つ、生徒の中に「地

域」を意識させてい

きたい。 

(2)ホームページを中

心とした、ニーズに

応えた適切な情報発

信を行える手立てを

検討する。 

(3)現行のテーマ立て

を改善し、本校に適

した探究テーマを生

徒が立てられるよう

工夫していきたい。 

・前期の取組みがよく

わかり、日々の取組み

の大変さを感じた。 

・「AOBA キャラバン」

「たまプラーザハロウ

ィン」など地域との連

携は、今後とも継続し

てほしい。 

・ホームページも見や

すくなった。 

・探究と地域のつなが

りとして、アントレプ

レナーシップの「地域

防災」は、継続してい

ってほしい。 

(1)地域連携の活動

はここ数年で一番活

発な充実した内容で

成果をあげた。 

(2)ホームページは

だいぶ改善された

が、更にユーザー目

線を意識した良いも

のを目指す。 

(3)「総合的探究の

時間」は 2 年目を迎

え課題が見えた。改

善し更なるブラッシ

ュアップで本校らし

い探究にしていく。 

(3)次年度の探究に

ついては、自らの

「問い」立てと、

課題解決に分けて

実施予定である。

課題については地

域を意識し、アン

トレプレナーシッ

プのノウハウを活

かし進める予定で

ある。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

安全・安心・快適な 

学習環境の整備・充 

実に努めるととも 

に、事故や不祥事防 

止の徹底に努め、信 

頼される学校づくり 

を推進する。 

(1)教育環境の整備(安

心、安全、快適な学習

環境の整備) 

(2)生徒、職員の学校防

災活動の日常からの意

識付けを図る 

(3)防災備蓄品の整備と

拡充 

(4) PTA、同窓会、校内

各ｸﾞﾙｰﾌﾟ協力、協同を

図る。 

(5)教育環境の根幹とな 

る個人情報、特にシス 

テムのID管理につい 

て、関連所管との連携 

を強化し、特に新学年 

のスタート時に混乱の 

ないようにする。 

(1)SDGｓを視野に入れた

教育環境を整備する。 

(2)(3)災害等緊急事態に

素早く対応し、早期に学

習環境の通常復帰ができ

るよう、様々な場面を想

定して、対応策を検討す

る。 

(3)防災倉庫を増設す

る。 

(4)PTA、同窓会、校内各

ｸﾞﾙｰﾌﾟと綿密に連携し、

運営を進める。 

(5)入試センター、事務

室、カリキュラム G と協

議をし、システムのID作

成に混乱のないよう管理

体制を構築する。 

(1)重点項目にしっかり

と手厚い配備・整備がで

きたか。 

(2)実践的かつ実用的な

防災意識を、日常的に各

教科などの学習活動にも

広げて意識付けを図れた

か。 

(3)滞りなく実施できた

か。 

(4)各学校行事等で協力

できたか。 

(5)ID 管理の体制を構

築・運用できたか。  

(1)教育環境の整備は、

現時点では問題なく行

われている。 

(2)より実践的な防災訓

練を実施できた。 

(3)防災倉庫を 3 台増や

した。新たに PTA 環境

倉庫を設置した。  

(4)体育祭、文化祭の

他、県立学校環境整備

事業で協働できた。 

(5)ID管理の元となる生

徒氏名の作成手順につ

いて、入試センターと

連携し、運用の管理に

ついて全体へ周知した

い。 

(1)電子黒板等新たに

配付された物品の整

備について検証を行

う。 

(2)今後も前例にとら

われず災害情報を基

に必要な改善を図っ

ていく。 

(3)防災用品や備蓄食

料などの増設に伴う

保管倉庫について情

報共有を確実に行

い、万一に備える。 

(5)運用についてまと

めていく必要があ

る。 

・生徒ひとり当たりの

備蓄食料が増えたこと

は良かった。 

・元石川高校は一次避

難所ではないが、災害

が発生した時、近隣の

住民が避難してくるこ

とは十分あり得る。生

徒には、新たな防災意

識を持つようになって

もらいたい。 

(1)教育環境の整備

は進んでいる。 

(2)実践的な防災訓

練を実施できた。 

(3)災害備蓄品の保

管倉庫は準備するこ

とができた。今後

は、更なる災害備蓄

品準備のための予算

の確保が課題であ

る。 

(4) PTA、同窓会等

と協働した新たな取

組みを実施した。 

(5)ID 管理の管理体

制を構築した。引き

続き運用方法・まと

めに取組んでいく。 

(3)PTA と協力し

て、災害備蓄品を

揃えていく。ま

た、必ず大地震が

起こることを生徒

に理解をさせ、よ

り実践的な防災訓

練を行う。 

 


